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問題概要 

縦R行、横C列のマス目が与えられる。 

 NマスにJOI草が自生している。 

 JOI草は風によって生息圏を広げる。 

（風向きにひとマス拡張される。） 

 JOI草の生息圏をマス目全体に広げたい。 

 

最小で何年で可能か。 



例 

入出力例１ 

 __W__W 

 ____W__ 

 ________ 



例 

西向きの風 
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 __WW__ 

 ________ 



例 

南向きの風 

 WWWW 

 WWWW 

 __WW__ 



例 

南向きの風 

 WWWW 

 WWWW 

WWWW 

 

よって３年 



制限 

 1<=N<=300 

 1<=R<=1000000000(=10^9) 

 1<=C<=1000000000(=10^9) 

 1<=Si<=R(1<=i<=N) 

 1<=Ei<=C(1<=i<=N) 

最初に自生していないマスがある。 

 (Si,Ei)≠(Sj,Ej)(1<=i<j<=N) 



小課題１ 

 R<=4 

 C<=4 

 

マス目ちっちゃい 

 =>シミュレーションできそう 

 

できます 



小課題１ 

なぜか？ 

 

 JOI草が自生しているひとマスに注目すると、
そこから広がる生息圏は長方形になる。 



小課題１ 

例 
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小課題１ 
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小課題１ 

例 
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小課題１ 

例 

 

 __________ 

 ____WW__ 
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小課題１ 

どのマスからでもR+C-2年で全体に広げられ
る。 

 

 2^(R+C-2)通り試せば良い。 

 

 5点。 



小課題２ 

 R<=40 

 C<=40 

 

ちょっと大きくなった。 



小課題２ 

風を吹かせる順番は関係ない。 

 

東、東、東、西、西、南も 

東、東、西、南、東、西も同じ 

 

東西南北の回数を決めて調べる。 

（R^2C^2通り） 



小課題２ 

どうやって調べるか？ 

 

長方形の範囲に1足して、すべてのマスがせ
いかどうかを調べれば良い。 

累積和 

 

これでO(R^3C^3) 



小課題２ 

これだとTLE。 

 

最大でもR+C-2であることを用いる。 

 3方向決めたあとに残り一方向の回数を調べ
るのはO(RC)でできるのでO(R^3C^2)でも
できる。 

 

 15点。 



小課題３ 

 R<=40 

 

行数が少ないので各行について考える。 



小課題３ 

南北方向の風を決めてしまえば残りの操作は
各行で独立に考えられる。 

 

各行について、その行いっぱいに生息圏を広
げるための条件は 

東の風がa回以上、西の風がb回以上、合わせ
てc回以上 

という形で表される。 



小課題３ 

なぜか？ 

 

 ______W______W________W______W__ 



小課題３ 

南北方向の風の決め方がO(R^2)。 

各行についてO(RN)で調べられる。 

各行についての結果を合わせるのはO(R)。 

 

全体でO(R^3N)。 

 

 30点。 



小課題４ 

N<=25 

 

各列ごとに考えてみる 



小課題４ 

東向きの風の回数、西向きの風の回数の組み
合わせの候補を考える。 

 

列の状態の集合が一致するものは省く。 

（列の状態の集合が同じなら東向きの風と西
向きの風の合計が最小になるもの一つを候補
とすればよい。） 



小課題４ 

東向きの風が吹くのと西向きの風が吹くのと
ではあまり状態が変わらない。 

 

全部東向きの風だと思って畑を平行移動させ
れば良い。 



小課題４ 

西向きの風をひとつ減らして東向きの風をひ
とつ増やすと何が起こるのか。 

畑全体がひとつ西に平行移動したのと同じ。 

一番東の列が消えて西に一列増える。 

列の状態の集合の変化を考えると、西に増え
る列の状態が既出の間この操作をしても損し
ない。 



小課題４ 

西向きの風はE_1-1,E_2-1,…,E_n-1のn通りに
絞られる。 

西向きの風を決めると、東向きの風はO(n^2)

通りに絞られる。 

 (理由：列の状態はO(n^2)) 

 

以上より東向きの風の回数、西向きの風の回
数の組み合わせの候補はO(n^3) 



小課題４ 

東西方向の風が決まった後 

列を西から順番に見ていくときれつの状態が
変化するのはO(N)回。 

それぞれの状態についてO(NlogN)あれば調
べられる。 

全体でO(N^5logN)。 

 60点。 



小課題５ 

N<=100 



小課題４（再掲） 

東向きの風が吹くのと西向きの風が吹くのと
ではあまり状態が変わらない。 

 

全部東向きの風だと思って畑を平行移動させ
れば良い。 



小課題５ 

東西方向の風の回数が確定すれば、各列につ
いて、南北の風に対するJOI草の生息圏がそ
の列いっぱいに広がるための条件が 

「南向きの風がa回以上、北向きの風がb回以
上、合わせてc回以上」 

の形式で求まる。 



小課題５ 

「南向きの風がa回以上、北向きの風がb回以
上、合わせてc回以上」のa,b,cは東西方向の
風が吹く回数の関数として表される。 

 

 



小課題５ 

西向きの風が吹かない場合を考えると、 

それぞれのJOI草が存在する列の一つ西側の
列と一番東の列が「不利」 

 

西向きの風が吹く場合も畑全体を平行移動さ
せる事を考えれば、「不利」になる列の位置
は一番東の列以外変わらない。 



小課題５ 

「不利」とは何か。 

 

「不利」でない列は一列東の列よりも一年早
くJOI草が生える。 

全ての「不利」な列いっぱいにJOI草の生息
圏が広がれば良い。 



小課題５ 

東西方向の風のうち、西向きの風は何回にす
るのか。 

 

西向きの風の回数を増やすほど、畑は東に平
行移動していき、最も東の列のJOI草が生え
るのは遅くなる。 

不利な列が減る時のO(N)種類だけ考えれば良
い。 



小課題５ 

不利な列は西向きの風の回数それぞれについ
てO(N)個。 

それぞれの列について、a,b,c（の関数）は
それぞれO(N^2)でできる。 

 

 N個の階段状のグラフの段の数はそれぞれ
O(N)個なので、各列での結果を合わせるのは
O(N^2logN)。 



小課題５ 

全体でO(N^4)。 

 

 80点。 



小課題６ 

追加の制限はない。 



小課題５（再掲） 

西向きの風が吹かない場合を考えると、 

それぞれのJOI草が存在する列の一つ西側の
列と一番東の列が「不利」 

 

西向きの風が吹く場合も畑全体を平行移動さ
せる事を考えれば、「不利」になる列の位置
は一番東の列以外変わらない。 



小課題５（再掲） 
 西向きの風が吹かない場合を考えると、 

 それぞれのJOI草が存在する列の一つ西側の列と一番東
の列が「不利」 

 

西向きの風が吹く場合も畑全体
を平行移動させる事を考えれば、
「不利」になる列の位置は一番
東の列以外変わらない。 



小課題６ 

不利な列となりうる列はO(N)個。 

 

それぞれの列について、a,b,c（の関数）は
それぞれO(N^2)で求まる。 

 

 a,b,cの計算は全体でO(N^3)。 



小課題６ 

各列での結果を合わせるステップ 

 

 O(N^2logN)のlogNは階段状のグラフの段の
位置をソートしている。 

前計算すれば前計算がO(N^2logN)、それぞ
れの西向きの風の回数に対してO(N^2)で処
理できる。 

 

 



小課題６ 

これで全体でO(N^3)。 

 

 100点。 
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